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高橋　玲衣
香川大学の連絡先もご記載ください。（ご修正ください。）

谷　丈二
追記しました


	「薬物療法を導入した進行期肝細胞癌患者の臨床的アウトカムに影響する因子の多施設共同研究」に対する
	ご協力のお願い
	このたび当院では上記の医学系研究を、慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認ならびに研究機関の長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。
	今回の研究では、同意取得が困難な対象となる患者さんへ向けて、情報を公開しております。なおこの研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。
	本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先までお申し出下さいますようお願いいたします。
	１　対象となる方
	1) 2018年3月1日から2030年3月31日の間に進行期肝細胞癌と診断され、全身薬物療法を導入された方。
	2) 肝細胞癌に対する外科切除後、あるいは局所療法後に再発し、2018年3月1日から2030年3月31日の間に全身薬物療法を導入された方。
	２　研究課題名
	承認番号 20231118
	研究課題名　薬物療法を導入した進行期肝細胞癌患者の臨床的アウトカムに影響する因子の
	多施設共同研究
	３　研究組織
	４　本研究の目的、方法
	＜意義ならびに目的＞
	肝臓がんは本邦の部位別がん死亡数の第５位を占め、原発性肝がんの約９割は肝細胞癌です。近年の進行期肝細胞癌に対する薬物療法の進歩は著しく、様々な種類の薬物療法が使用可能となっています。その一方で、どの薬剤をどのような順序で使用すべきかについての明確な基準が無く、実臨床上における大きな課題になっています。
	５　協力をお願いする内容
	協力によって得られた研究の成果は、氏名など個人を特定する情報が明らかにならないようにした上で、学会発表や学術雑誌およびデータベース上等で公に発表されます。本研究の結果として知的財産権が生じる可能性がありますが、その権利は国、研究機関、民間企業を含む研究機関および研究遂行者などに属し、研究対象者はこの知的財産権を持っていると言うことができません。また、その知的財産権をもととして経済的利益が生じる可能性がありますが、研究対象者はこれについても権利をもちません。
	６　本研究の実施期間
	研究実施許可日〜2032年3月31日
	７　外部への試料・情報の提供
	８　お問い合わせ
	本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。
	また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）より、試料・情報の利用や他の研究機関への提供の停止を求める旨のお申し出があった場合は、適切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願いいたします。
	連絡先：病理学教室　紅林　泰　電話番号 03-5363-3764（平日9時 ～ 16時）
	連絡先：香川大学医学部附属病院　消化器内科
	谷　丈二　電話番号 087-891-2156　（平日9時 ～ 16時）
	以上

